
松
本
清
張
「
天
城
越
え
」
の
生
成

『
刑
事
警
察
参
考
資
料
』
第
四
輯
「
天
城
峠
に
於
け
る
土
工
殺
し
事
件
」
か
ら

中

河

督

裕

一
、
は
じ
め
に

二
、『
刑
事
警
察
参
考
資
料
』
か
ら
『
天
城
越
え
』
へ

三
、
二
つ
の
事
件

四
、
作
品
の
空
間
と
時
間

五
、
娼
婦
ふ
う
の
女
（
大
塚
ハ
ナ
）

六
、
土
工
ふ
う
の
男
（
流
れ
も
の
の
土
工
）

七
、
鍛
冶
職
の
少
年

八
、
お
わ
り
に

松
本
清
張
が
『
天
城
越
え
』
に
つ
い
て
自
ら
解
説
し
た

「『
黒
い
画
集
』
を
終
わ
っ
て
」
中
の
記
述
を
手
が
か
り
に
、

静
岡
県
警
察
部
保
安
課
発
行
の
『
刑
事
警
察
参
考
資
料
』
第
四

輯
（
国
立
国
会
図
書
館
東
京
本
館
蔵
）
中
の
第
五
編
「
天
城
峠

に
於
け
る
土
工
殺
し
事
件
」
を
そ
の
原
拠
資
料
と
し
て
提
示
す

る
。
原
拠
資
料
の
大
半
が
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
『
天
城
越
え
』

の
２
章
の
事
件
記
録
と
し
て
用
い
ら
れ
、
一
部
が
１
・
３
章
の

回
想
部
分
に
振
り
分
け
ら
れ
る
。
加
え
て
、
原
拠
資
料
と
川
端

康
成
『
伊
豆
の
踊
子
』
の
作
品
世
界
と
の
類
似
性
か
ら
『
伊
豆

の
踊
子
』
と
は
対
比
的
な
物
語
が
構
想
さ
れ
、
そ
の
実
現
の
た

め
に
資
料
の
細
部
に
さ
ま
ざ
ま
な
操
作
・
変
更
が
加
え
ら
れ
、

ま
た
原
拠
資
料
に
な
い
大
塚
ハ
ナ
と
い
う
女
性
が
新
し
く
造
型

さ
れ
る
な
ど
し
て
、
原
拠
資
料
で
の
単
な
る
金
目
当
て
だ
っ
た

事
件
が
、『
天
城
越
え
』
で
の
性
の
目
覚
め
が
少
年
を
突
き
動

か
し
て
起
こ
る
事
件
に
改
め
ら
れ
て
い
く
、
そ
う
し
た
『
天
城

越
え
』
の
生
成
の
過
程
を
詳
細
に
見
て
い
く
。
そ
こ
に
、
清
張

作
品
が
生
成
す
る
一
つ
の
事
例
が
浮
か
び
上
が
る
。
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一
、
は
じ
め
に

「『
黒
い
画
集
』
を
終
わ
っ
て
」（『
黒
い
画
集
３
』
光
文
社
、
昭

和
三
十
五
年
七
月
）
と
い
う
あ
と
が
き
の
中
で
、
松
本
清
張
は
『
天

城
越
え
』
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
書
き
と
め
て
い
る
（
引
用
は
全
集

４
巻
所
収
の
も
の
に
よ
る
。
文
藝
春
秋
社
、
同
四
十
六
年
八
月
）。

『
黒
い
画
集
』
は
、
昭
和
三
十
三
年
九
月
末
か
ら
、「
週
刊

朝
日
」
に
連
載
を
は
じ
め
た
。
完
結
ま
で
一
年
九
ヵ
月
か
か
っ

た
わ
け
で
あ
る
。（
中
略
）

「
週
刊
朝
日
」
に
は
書
か
な
か
っ
た
が
、
こ
の
集
に
載
せ
た

も
の
が
一
つ
あ
る
。

第
二
集
に
収
録
し
た
『
天あま
城ぎ
越ご
え
』（
サ
ン
デ
ー
毎
日
特
別

号
）
だ
が
、
こ
れ
は
自
分
で
気
に
入
っ
た
作
品
だ
。
材
料
は
実

際
の
「
静
岡
県
刑
事
資
料
」
か
ら
採と
っ
た
が
、
そ
の
中
に
作
者

の
こ
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
構
成
し
た
。
少
年
が
大
人
お
と
な

に
成
長

す
る
期
の
旅
愁
に
似
た
も
の
と
、
性
の
目
覚
め
を
扱
っ
て
み
た
。

こ
こ
に
示
さ
れ
た
「
静
岡
県
刑
事
資
料
」
を
書
名
と
す
る
資
料
は
、

管
見
の
限
り
実
在
し
な
い
よ
う
で
あ
る
。
が
、
大
正
か
ら
昭
和
に
か

け
「
静
岡
県
警
察
部
保
安
課
」
か
ら
不
定
期
に
出
さ
れ
た
逐
次
刊
行

物
の
『
刑
事
警
察
参
考
資
料
』
と
い
う
冊
子
が
存
在
し
、
国
立
国
会

図
書
館
東
京
本
館
が
所
蔵
す
る
そ
の
第
四
輯
（
大
正
十
一
年
六
月
二

十
五
日
発
行
）
の
第
五
編
と
し
て
収
め
ら
れ
た
「
天
城
山
に
於
け
る

土
工
殺
し
事
件
」
を
『
天
城
越
え
』
の
原
拠
資
料
と
し
て
提
示
し
、

作
品
が
生
成
す
る
過
程
を
跡
づ
け
よ
う
と
す
る
の
が
本
稿
の
目
的
で

あ
る
。私

は
既
に
十
有
余
年
間
刑
事
警
察
に
携
は
つ
て
居
り
ま
す
が
、

犯
罪
捜
査
は
先
輩
の
実
験
談
を
聴
い
て
其そ
の
可
と
す
る
所
を
応

用
す
る
と
同
時
に
、
失
敗
せ
ら
れ
た
話
に
就
て
は
前
轍
を
踏
ぬ

こ
と
に
注
意
す
る
の
が
最
も
肝
要
で
あ
り
、
又
探
偵
の
実
際
談

は
最
も
探
査
に
参
考
に
な
る
こ
と
で
あ
る
と
考
へ
た
。（
中
略
）

犯
罪
は
年
と
共
に
新
奇
な
方
法
が
行
は
れ
て
来
る
も
の
で
あ
り

ま
し
て
、
巻
中
各
位
の
成
功
談
に
も
失
敗
談
に
も
奇
抜
の
も
の

が
あ
り
ま
す
。
何ど
う
か
御
閲
読
下
さ
つ
て
、
捜
査
上
の
参
考
の

一
端
に
せ
ら
る
ゝ
な
ら
ば
、
筆
者
の
光
栄
之
に
過
る
も
の
は
有

り
ま
せ
ん
。（
同
資
料
中
の
旧
字
を
新
字
に
改
め
、
句
読
点
お

よ
び
ル
ビ
は
引
用
者
が
補
っ
た
。
以
下
同
じ
）

右
の
よ
う
な
、
同
じ
く
同
図
書
館
所
蔵
の
同
資
料
第
六
輯
（
大
正
十

四
年
七
月
一
日
発
行
）
の
「
は
し
が
き
」
に
よ
れ
ば
、
警
察
の
部
内

資
料
と
し
て
、
販
売
を
目
的
と
せ
ず
に
編
ま
れ
た
ら
し
い
同
資
料
の

存
在
を
、
清
張
は
確
か
に
知
っ
て
い
た
。
清
張
の
生
地
と
さ
れ
る
福
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岡
県
北
九
州
市
に
設
け
ら
れ
た
松
本
清
張
記
念
館
に
は
、
清
張
が
東

京
・
杉
並
に
三
十
数
年
の
長
き
に
渡
っ
て
営
ん
だ
自
宅
内
部
が
蔵
書

を
含
め
そ
の
ま
ま
に
再
現
さ
れ
、
蔵
書
は
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
中
に
こ
の
資
料
が
六
冊
（
第
一
・
三
・
五
・
六
・

七
・
八
輯
）
あ
る
（
二
階
の
書
庫
７
お
よ
び
８１

）
）。
松
本
清
張
記
念

館
の
資
料
中
に
、
当
の
第
四
輯
が
含
ま
れ
て
い
な
い
の
は
訝いぶ
か
し
く

も
あ
る
が
、
た
と
え
蔵
書
に
は
含
ま
れ
て
い
な
く
と
も
国
立
国
会
図

書
館
東
京
本
館
の
資
料
に
触
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

な
お
、
国
立
国
会
図
書
館
で
は
著
作
権
の
保
護
期
間
が
満
了
し
た

明
治
・
大
正
期
の
諸
資
料
を
、
遠
隔
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
資
料
の
保

存
を
目
的
に
順
次
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
進
め
「
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
」
と
し
て
公
開
し
て
い
る
が
、
本
資
料
も
平
成
十
九
年
三

月
七
日
に
閲
覧
が
可
能
に
な
っ
た
。
本
稿
に
そ
の
全
て
を
示
す
こ
と

は
で
き
な
い
の
で
、
引
用
箇
所
以
外
は
そ
ち
ら
を
参
照
い
た
だ
き
た

い
。

二
、『
刑
事
警
察
参
考
資
料
』
か
ら
『
天
城
越
え
』
へ

大
正
十
年
六
月
二
十
九
日
午
前
十
時
、
上
狩
野
村
湯
ヶ
島
巡
査

駐
在
所
よ
り
、
天
城
山
御
料
地
内
天
城
隧
道
下
な
る
本
谷
入
り

製
氷
所
附
近
本
谷
川
に
架
せ
る
白
橋
の
側
に
、
本
立
野
土
屋
大

作
と
記
し
あ
る
雨
傘
一
本
に
信
玄
袋
と
風
呂
敷
包
と
を
振
り
分

け
に
な
し
肩
に
し
来
た
る
も
の
ゝ
如ごと
く
、
信
玄
袋
の
紐
に
て
結

び
付
け
た
る
荷
物
と
背
に
◯和
と
し
襟
に
岩
崎
と
白
く
染
抜
き
た

る
法
被
を
脱
き
捨
て
あ
り
。
且か
つ
其その
附
近
は
人
の
格
闘
し
た
る

跡
の
如
く
、
茅
等
の
葉
の
むし

り
た
る
処
あ
り
。
白
橋
下
の
川
中

に
は
破
れ
た
る
褌
、
襯
衣
、
半
ズ
ボ
ン
、
チ
ョ
ッ
キ
等
投
棄
し

あ
り
。
然しか
れ
共ども
、
其
附
近
に
人
影
な
き
処
よ
り
見
る
に
、
何
事

か
異
変
あ
り
し
に
は
あ
ら
さ
る
か
と
、
下
田
自
動
車
株
式
会
社

の
黒
田
運
転
手
よ
り
届
出
て
あ
り
た
る
旨
報
告
あ
り
た
り
。

『
刑
事
警
察
参
考
資
料
』
の
第
五
編
「
天
城
山
の
土
工
殺
し
事
件
」

の
第
二
節
「
事
件
発
生
当
時
の
状
況
」
を
引
い
た
が
、
清
張
『
天
城

越
え
』
の
２
章
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
「
天
城
山
の
土
工
殺
し
事
件
」

の
冒
頭
「
事
件
発
生
当
時
の
状
況
」
と
比
較
し
て
お
き
た
い
。

大
正
十
五
年
六
月
二
十
九
日
午
前
十
時
、
上かみ
狩か
野の
村むら
湯ゆ
ヶが
島しま

巡
査
駐
在
所
よ
り
、
次
の
報
告
が
あ
っ
た
。
天あま
城ぎ
山さん
御ご
料りょう地ち
内ない

天あま
城ぎ
ト
ン
ネ
ル
の
下
に
あ
た
る
本
谷
入
り
製
氷
所
付
近
の
本
谷

川
に
か
か
っ
て
い
る
白しら
橋はし
の
側
に
、
本もと
立たて
野の
土つち
谷や
良りょう
作さく
と
記

し
て
あ
る
雨
傘
一
本
と
、
振
分
け
荷
物
の
よ
う
に
結
び
つ
け
た

古
ト
ラ
ン
ク
と
風
呂
敷
包
み
、
さ
ら
に
背
に
◯和
と
し
、
襟
に
岩

崎
と
白
く
染
め
ぬ
い
た
法はっ
被ぴ
が
脱
ぎ
捨
て
て
あ
り
、
さ
ら
に
付

近
は
人
が
格
闘
し
た
跡
の
よ
う
に
、
茅かや
な
ど
の
葉
が
む
し
ら
れ

て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
橋
の
下
の
川
の
中
に
、
破
れ
た
褌
ふんどし、

シ
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ャ
ツ
、
半
ズ
ボ
ン
、
チ
ョ
ッ
キ
な
ど
が
投
げ
捨
て
ら
れ
て
あ
る

こ
と
な
ど
、
あ
た
り
に
は
人
影
も
見
あ
た
ら
な
か
っ
た
が
、
何

か
異
変
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
、
下
田
自
動
車
株
式
会
社

の
黒くろ
田だ
運
転
手
か
ら
届
出
が
あ
っ
た
と
い
う
。

表
題
も
同
じ
な
ら
、
ほ
と
ん
ど
現
代
語
に
改
め
た
だ
け
の
ほ
ぼ
同
内

容
の
文
で
あ
る
。『
刑
事
警
察
参
考
資
料
』
の
全
節
の
表
題
（
上
段
）

と
『
天
城
越
え
』
２
章
で
の
そ
れ
（
下
段
）
を
比
較
し
て
み
る
と
、

一
、
犯
人
住
所
氏
名
年
齢

（
な
し
）

二
、
事
件
発
生
当
時
の
状
況

事
件
発
生
当
時
の
状
況

三
、
現
場
調
査
及
捜
査
状
況

現
場
調
査
お
よ
び
捜
査
状
況

四
、
雨
傘
の
出
所
判
明

雨
傘
の
出
所
判
明

五
、
被
害
者
捜
査

被
害
者
捜
査

六
、
死
体
発
見
検
視
等
の
状
況

死
体
発
見
・
検
視
等
の
状
況

七
、
捜
査
並
手
配
の
状
況

捜
査
な
ら
び
に
手
配
の
状
況

八
、
犯
人
逮
捕

犯
人
逮
捕

九
、
犯
人
取
調
状
況

（
な
し
）

十
、
注
意
事
項

捜
査
の
反
省

（「
な
し
」
の
注
記
は
引
用
者
に
よ
る
）
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
見
る

と
『
天
城
越
え
』
で
は
一
・
九
に
相
当
す
る
節
が
な
い
こ
と
、
お
よ

び
最
後
の
十
節
の
表
題
「
注
意
事
項
」
が
「
捜
査
の
反
省
」
と
な
っ

て
い
る
こ
と
を
除
い
て
、
両
者
に
ほ
と
ん
ど
差
が
な
い
。

同
資
料
の
『
天
城
越
え
』
に
は
な
い
「
一
、
犯
人
住
所
氏
名
年

齢
」
の
一
部
を
引
く
。

当
時
静
岡
県
賀
茂
郡
稲いの
生う
沢さわ
村
字
中
高
根
鉱
山
坑
夫
長
屋
居
住

鍛
冶
職

近
田
耕
作

明
治
三
十
九
年
三
月
一
日
生

ま
た
、「
八
、
犯
人
逮
捕
」
の
一
部
を
引
く
。

賀
茂
郡
稲
生
沢
村
中
高
根
鉱
山
坑
夫
長
屋
住
居
（
中
略
）
鍛
冶

職
近
田
耕
作
当
十
六
年
が
、
六
月
廿
八
日
朝
自
宅
を
出
発
し
東

京
に
向
ひ
た
る
が
途
中
よ
り
引
返
し
、
翌
廿
九
日
帰
宅
し
た
る

事
実
あ
る
旨
突
止
め
た
り
。（
中
略
）
前
記
耕
作
を
下
田
署
に

引
致
し
、
取
調
べ
を
為
す
に
至
れ
り
。

『
天
城
越
え
』
の
同
節
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

大
塚
ハ
ナ
の
自
供
に
よ
れ
ば
、
天
城
峠
付
近
で
被
害
者
と
出

会
い
、
金
を
得
る
目
的
か
ら
ハ
ナ
の
方
か
ら
持
ち
か
け
て
被
害
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者
と

合
し
た
が
、
約
束
ど
お
り
被
害
者
が
金
を
払
わ
な
い
の

で
、
そ
れ
を
請
求
し
な
が
ら
ト
ン
ネ
ル
を
通
り
抜
け
た
が
、
被

害
者
が
さ
ら
に
金
を
出
そ
う
と
し
な
い
の
で
か
っ
と
な
り
、
か

ね
て
ふ
と
こ
ろ
の
中
に
所
持
し
て
い
た
あい

首くち
を
出
し
て
、
斬
り

つ
け
、
杉
林
の
中
に
転
が
り
落
し
た
と
こ
ろ
、
本
人
は
絶
命
し

て
い
た
。
そ
こ
で
金
は
な
い
か
と
思
っ
て
、
滅め
茶ちゃ
滅め
茶ちゃ
に
衣
類

を
脱
が
せ
た
と
こ
ろ
、
五
十
銭
銀
貨
が
二
枚
出
て
き
た
の
で
、

そ
れ
を
奪
っ
て
逃
走
し
た
。（
下
略
）

こ
れ
に
続
く
「
捜
査
の
反
省
」
の
冒
頭
部
分
を
引
く
と
、

大
塚
ハ
ナ
は
検
事
局
に
送
致
後
、
警
察
署
で
述
べ
た
自
供
を

全
部
ひ
る
が
え
し
、
た
だ
被
害
者
と

合
し
て
一
円
を
得
た
の

み
を
認
め
て
、
殺
害
に
つ
い
て
は
身
に
覚
え
が
な
い
と
言
っ
た
。

凶
器
の

首
に
つ
い
て
は
、
本
谷
川
に
投
棄
し
た
と
言
っ
た
が
、

凶
行
の
あ
っ
た
二
十
八
日
午
後
十
一
時
ご
ろ
よ
り
二
十
九
日
に

か
け
て
同
所
付
近
は
はい

然ぜん
と
大
雨
が
降
り
、
た
め
に
本
谷
川
も

増
水
し
、
い
ず
れ
に
流
れ
た
も
の
か
、
極
力
捜
査
し
た
が
発
見

に
至
ら
な
か
っ
た
。

そ
の
た
め
、
き
め
手
と
な
る
べ
き
物
的
証
拠
が
な
く
、
か
つ

被
告
も
自
供
を
ひ
る
が
え
し
て
否
定
し
た
の
で
、
つ
い
に
大
正

十
五
年
十
二
月
五
日
、
静
岡
県
地
方
裁
判
所
は
、
被
告
大
塚
ハ

ナ
に
対
し
て
、
証
拠
不
十
分
の
理
由
を
も
っ
て
無
罪
の
言
い
渡

し
を
な
し
た
。
検
事
も
ま
た
あ
え
て
控
訴
し
な
か
っ
た
。

以
上
の
引
用
か
ら
十
分
推
察
で
き
る
よ
う
に
、
原
拠
資
料
で
は
年

齢
「
十
六
」
の
少
年
を
犯
人
と
し
て
決
着
し
て
い
た
事
件
を
、
清
張

は
『
天
城
越
え
』
に
お
い
て
迷
宮
入
り
す
る
事
件
に
変
更
し
た
。
右

に
見
た
目
次
に
お
い
て
、
原
拠
資
料
の
「
一
、
犯
人
住
所
氏
名
年

齢
」「
九
、
犯
人
取
調
状
況
」
に
相
当
す
る
節
が
『
天
城
越
え
』
に

な
い
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。
た
だ
し
、
後
者
の
一
部
は
『
天
城
越

え
』
で
は
主
に
１
章
で
の
三
十
数
年
後
の
回
想
部
分
に
生
か
さ
れ
て

い
る
。
た
と
え
ば
、
少
年
の
「
陳
述
」
一
で
示
さ
れ
て
い
た
次
の
よ

う
な
部
分
、

私
は
お
母
さ
ん
に
時
々
朝
寝
を
す
る
と
云
つ
て
叱
ら
れ
ま
す
が
、

叱
ら
る
ゝ
度たび
毎ごと
に
東
京
の
兄
の
許もと
へ
で
も
逃
げ
て
行
か
う
か
と

思
つ
て
居
り
ま
し
た
。
す
る
と
大
正
十
年
六
月
廿
八
日
午
前
五

時
半
頃
で
し
た
。
母
に
起
さ
れ
ま
し
た
が
、
眠
む
い
も
の
で
す

か
ら
直
ぐ
起
き
な
か
つ
た
も
の
で
す
が
、
夫そ
れ
が
為た
め
強
く
叱

ら
れ
ま
し
た
の
で
東
京
へ
行
く
気
に
な
り
、
家
の
人
達
に
は
何

と
も
言
は
ず
に
棒
縞
の
単ひと
衣え
物もの
を
着
て
、
傘
と
麻
裏
草
履
を
持

ち
跣
足
は
だ
し

で
金
十
六
銭
を
帯
に
包
み
、
其そ
の
儘まま
出
発
し
ま
し
た
。
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は
、『
天
城
越
え
』
で
は
１
章
で
の
、

そ
れ
は
六
月
の
終
り
だ
っ
た
が
、
朝
の
五
時
半
ご
ろ
、
母
に

起
さ
れ
た
。
け
れ
ど
、
私
は
い
つ
も
の
よ
う
に
眠
く
て
な
ら
ず
、

い
つ
ま
で
も
頭
が
枕
か
ら
離
れ
な
か
っ
た
の
で
、
母
か
ら
ひ
ど

く
叱
ら
れ
た
。

そ
こ
で
、
か
ね
て
の
希
望
を
決
行
す
る
気
に
な
り
、
紺
飛
白

の
着
物
を
着
て
、
麻あさ
裏うら
草ぞう
履り
を
は
き
、
十
六
銭
の
金
を
帯
に
巻

き
つ
け
て
、
そ
の
ま
ま
家
を
出
た
。

の
部
分
に
移
し
替
え
ら
れ
た
。
ま
た
、
引
用
は
差
し
控
え
る
が
、
１

章
の
回
想
部
分
で
、
天
城
ト
ン
ネ
ル
を
越
え
た
後
、
少
年
が
菓
子
屋

や
呉
服
屋
と
同
道
す
る
と
こ
ろ
も
「
九
、
犯
人
取
調
状
況
」
の
「
陳

述
」
二
か
ら
借
用
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、「
二
、
事
件
発
生
当
時
の
状
況
」
か
ら
「
七
、
捜
査
並
手

配
の
状
況
」
ま
で
は
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
『
天
城
越
え
』
の
２
章
に

借
用
さ
れ
て
い
く
が
、
そ
こ
か
ら
３
章
に
移
し
替
え
ら
れ
て
い
る
ケ

ー
ス
も
あ
る
。「
三
、
現
場
調
査
及
捜
査
状
況
」
中
の
、

凶
行
の
場
所
と
思
料
せ
ら
る
ゝ
白
橋
附
近
な
る
（
白
橋
よ
り
約

十
間
計ばか
り
離
れ
た
る
個
所
）
氷
倉
中
に
、
跣
足
に
て
入
り
た
る

も
の
ゝ
如
く
大お
鋸が
屑くず
の
上
に
新
し
き
足
跡
の
印
象
し
あ
り
て
、

該
足
跡
は
僅
か
九
文
位
の
も
の
に
し
て
、
仝どう
氷
倉
に
は
未
だ
多

少
の
氷
貯
蔵
し
あ
り
。
故
に
倉
庫
内
の
冷
へ
る
こ
と
甚
た
し
。

依よ
り
て
如かくの
斯ごとく
氷
蔵
に
一
夜
を
明
す
こ
と
な
か
ら
ん
と
唱
ふ
る

も
の
あ
り
し
も
、
大
鋸
屑
の
上
に
は
梯はしごを
横
に
置
き
其
の
上
に

板
を
並
べ
、
其
板
の
上
に
身
を
横よこたヘ
一
夜
を
明
し
た
る
に
は
あ

ら
さ
る
か
と
思
料
せ
ら
る
ゝ
状
態
と
な
り
居
る
の
み
な
ら
ず
、

殊こと
に
氷
倉
庫
内
に
入
る
も
の
は
必
ず
足た
袋び
を
穿うが
ち
跣
足
に
て
入

る
こ
と
な
し
と
言
へ
ば
、
前
記
九
文
位
の
印
象
せ
る
跣
足
痕
は

何
人
か
該
氷
倉
庫
に
関
係
せ
ざ
る
他
の
者
の
入
り
た
る
事
を
想

像
す
る
に
難
か
ら
す
。
而しか
も
前
記
少
年
が
跣
足
な
り
と
言
へ
ば
、

或
る
は
同
人
が
白
橋
附
近
に
て
土
工
体
の
男
と
格
闘
し
殺
害
し

た
る
上
、
前
記
氷
倉
に
来
り
一
夜
を
明
し
、
早
朝
人
目
を
避
け

峠
を
越
し
た
る
も
の
に
あ
ら
さ
る
か
。
仮
り
に
該
少
年
の
犯
行

に
あ
ら
ず
と
す
る
も
、
僅
か
二
十
間
位
を
離
れ
た
る
処
の
氷
庫

に
居
り
し
と
せ
ば
、
仮
令
た
と
い

其
の
凶
行
の
状
況
は
知
ら
ず
と
す
る

も
、
殺
害
せ
ら
る
ゝ
際
悲
鳴
を
上
る
か
又
は
救
ひ
を
求
め
た
る

こ
と
な
る
へ
く
、
依
て
之
れ
を
知
ら
さ
る
の
筈
な
く
（
後
略
）

の
箇
所
は
、
３
章
で
の
以
下
の
よ
う
な
老
退
役
刑
事
が
語
る
事
件
の

謎
解
き
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。

「
そ
れ
は
信しん
州しゅう
の
天
然
氷
を
や
っ
て
い
る
あ
る
人
か
ら
聞
い
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た
の
で
す
が
、
夏
の
暑
い
と
き
な
ん
か
、
人
夫
が
氷
倉
に
は
い

っ
て
、
よ
く
昼
寝
を
す
る
ん
だ
そ
う
で
す
。
そ
の
と
き
の
方
法

と
い
う
の
は
、
梯はし
子ご
を
横
に
置
い
て
、
そ
の
上
に
板
を
並
べ
、

そ
の
板
の
上
に
身
を
横
た
え
れ
ば
、
濡ぬ
れ
た
オ
ガ
屑
が
身
体
に

付
着
し
な
い
の
だ
そ
う
で
す
。
…
…
そ
う
聞
く
と
、
三
十
何
年

も
前
の
あ
の
と
き
も
、
た
し
か
そ
の
氷
倉
の
隅
に
梯
子
が
立
て

か
け
て
あ
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
ん
で
す
。
そ
れ
さ
え
早
く
気

が
つ
い
て
い
れ
ば
、
あ
の
事
件
も
別
な
解
決
に
な
っ
た
か
も
分

か
り
ま
せ
ん
ね
」

「
別
な
解
決
と
い
い
ま
す
と

」

「
つ
ま
り
、
誰
か
が
、
二
十
八
日
の
晩
に
氷
倉
に
寝
て
い
た
。

凶
行
は
そ
の
付
近
で
行
わ
れ
た
の
で
す
か
ら
、
か
な
ら
ず
被
害

者
の
悲
鳴
や
騒
動
の
音
を
耳
に
し
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
だ

か
ら
、
そ
の
氷
倉
内
で
一
夜
を
明
か
し
た
人
間
を
探
し
だ
せ
ば

よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
」

「
し
か
し
、
氷
倉
内
の
オ
ガ
屑
の
上
に
は
、
女
の
足
跡
が
つ
い

て
い
た
の
で
し
ょ
う

」

私
は
、
低
い
声
に
な
っ
て
き
い
た
。

「
九
文
半
の
足
跡
で
す
ね
。
大
塚
ハ
ナ
の
足
が
そ
う
で
し
た
。

九
文
半
の
足
跡
は
、
い
ち
お
う
、
婦
人
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る

ん
で
す
が
、
し
か
し
男
に
だ
っ
て
あ
り
ま
す
よ
」

「
男

」

「
つ
ま
り
、
子
供
で
す
」

老
人
は
答
え
た
。

「
十
五
六
歳
の
男
の
子
だ
っ
た
ら
、
そ
れ
く
ら
い
で
す
よ
」

先
に
「
八
、
犯
人
逮
捕
」
の
一
部
を
引
い
た
際
に
お
気
づ
き
に
な

っ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
大
塚
ハ
ナ
も
し
く
は
そ
れ
に
相
当
す
る
女

性
は
原
拠
資
料
に
は
登
場
し
な
い
。
大
塚
ハ
ナ
は
清
張
に
よ
っ
て
生

み
出
さ
れ
た
登
場
人
物
で
あ
る
。

清
張
は
こ
う
し
て
、
原
拠
資
料
か
ら
事
件
と
捜
査
の
経
緯
の
ほ
と

ん
ど
を
そ
の
ま
ま
借
用
し
、
し
か
し
さ
ま
ざ
ま
な
点
で
資
料
を
細
か

く
操
作
し
て
『
天
城
越
え
』
を
生
み
出
し
た
。
こ
こ
ま
で
に
引
用
し

た
部
分
に
も
細
か
な
操
作
の
後
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
お
気
づ
き
の
こ

と
と
思
う
。
以
下
の
章
で
は
、
二
つ
の
事
件
の
違
い
、
作
品
の
時
間

と
空
間
、
女
と
男
と
少
年
の
三
人
の
人
物
に
つ
い
て
、
そ
う
し
た
細

か
な
操
作
の
跡
を
見
る
こ
と
を
通
し
て
、『
天
城
越
え
』
と
い
う
作

品
が
生
成
さ
れ
る
過
程
を
跡
づ
け
て
行
き
た
い
。

三
、
二
つ
の
事
件

夫
れ
か
ら
段
々
天
城
山
へ
登
り
ま
し
た
が
、
何
だ
か
淋
し
い

も
の
で
す
か
ら
先
程
一
緒
に
な
つ
た
土
方
風
の
人
と
一
緒
に
行

つ
て
貰
は
う
と
思
ひ
そ
ろ
〳
〵
歩
い
て
居
り
ま
す
と
、
午
後
八

時
頃
と
思
ふ
頃
県
道
の
左
側
に
山
葵
わ
さ
び

沢ざわ
が
あ
る
少
し
手
前
で
一
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緒
に
な
り
ま
し
た
が
、
若も
し
此この
人
が
峠
迄
行
か
な
い
と
す
れ
ば

自
分
一
人
で
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
金
は
な
し
、
行
つ
た

処
で
泊
る
所
も
無
し
、
又ま
た
食
事
も
出
来
ず
、
腹
が
減
つ
て
困

つ
た
が
所
持
金
は
既
に
昼
の
内
に
使
ひ
果
し
た
故
、
此
の
人
に

貸
し
て
貰
は
う
と
思
ひ
、
二
度
も
三
度
も
金
の
無
心
を
申
し
ま

し
た
が
黙
つ
て
居
り
ま
し
て
、
最
後
に
只
一
口
無
い
と
答
へ
ま

し
た
。
而
し
此
人
に
金
を
借
り
な
け
れ
ば
食
事
を
す
る
こ
と
も

出
来
な
い
か
ら
、
一いっ
層そ
こ
ん
な
病
人
ら
し
い
人
で
反
抗
し
て
出

る
様
な
事
も
な
か
ら
う
か
ら
殺
し
て
金
を
取
つ
て
行
か
ふ
と
悪

い
心
を
起
し
ま
し
た
。

夫
れ
か
ら
五
六
間
参
り
ま
し
た
時
に
、
其その
土
工
は
信
玄
袋
と

風
呂
敷
包
と
を
振
り
分
け
に
右
肩
に
し
て
左
の
肩
に
傘
を
担かついて

居
り
ま
し
た
が
、
私
は
其
の
後
に
な
り
ま
し
た
。
処
が
土
工
は

荷
物
の
肩
を
代
へ
る
の
か
又
下
ろ
す
心
算
で
あ
つ
た
か
屈
む
様

に
致
し
ま
し
た
か
ら
、
私
は
懐
に
し
て
居
り
ま
し
た
切
出
し
を

以
て
其
人
の
頭
部
面
部
其
他
に
斬
り
付
け
ま
し
た
（
後
略
）

右
の
よ
う
な
原
拠
資
料
の
「
九
、
犯
人
取
調
状
況
」
中
の
少
年
が

行
っ
た
「
陳
述
」（
二
お
よ
び
三
）
が
示
す
よ
う
に
、『
刑
事
警
察
参

考
資
料
』
所
収
の
「
天
城
山
に
於
け
る
土
工
殺
し
事
件
」
と
は
金
が

目
的
の
、
金
目
当
て
の
犯
行
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
、
清
張
は
そ
れ
と

は
ま
っ
た
く
異
な
る
事
件
に
組
み
替
え
た
。
１
章
で
、
少
年
が
大
塚

ハ
ナ
に
抱
く
想
い
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

女
は
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
話
し
た
。
私
の
年
齢
を
意
識
し
た

話
題
で
、
と
り
と
め
の
な
い
内
容
だ
っ
た
が
、
そ
の
甘
い
よ
う

な
話
し
方
は
、
私
の
耳
に
く
す
ぐ
る
よ
う
な
快
さ
を
与
え
た
。

そ
れ
は
、
今
ま
で
の
私
の
環
境
に
な
い
声
で
あ
っ
た
。

私
は
、
湯
ヶ
島
の
向
こ
う
ま
で
行
っ
て
引
き
返
し
て
よ
か
っ

た
と
思
っ
た
。
そ
う
で
な
か
っ
た
ら
、
こ
の
女
と
道
連
れ
に
な

る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
に
違
い
な
い
。
暮
れ
た
天
城
の
山
道

を
、
こ
の
き
れ
い
な
女
と
ふ
た
り
き
り
で
歩
く
の
か
と
思
う
と
、

私
の
胸
の
中
に
は
甘
酸
ぱ
い
も
の
が
い
っ
ぱ
い
に
詰
ま
っ
た
。

本
稿
の
冒
頭
で
見
た
「『
黒
い
画
集
』
を
終
え
て
」
に
『
天
城
越

え
』
の
テ
ー
マ
の
一
つ
と
し
て
示
さ
れ
た
少
年
の
「
性
の
目
覚
め
」

で
あ
る
。
が
、
そ
の
後
二
人
が
土
工
ふ
う
の
男
に
追
い
つ
い
た
と
き
、

女
に
先
に
行
く
よ
う
に
求
め
ら
れ
、
女
が
男
に
近
づ
い
て
い
く
と
き

の
気
持
ち
は
、
同
章
の
末
尾
近
く
で
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

私
は
う
な
ず
い
た
け
れ
ど
、
急
に
、
が
っ
か
り
し
た
。
何
か

気
持
の
中
か
ら
大
き
な
塊
かたまりが

脱
け
て
ゆ
く
よ
う
な
気
が
し
た
。

私
が
十
六
歳
の
子
供
で
な
く
、
そ
し
て
相
手
が
二
十
二
三
歳
の

女
で
な
か
っ
た
ら
、
私
は
き
っ
と
抗
議
し
た
に
違
い
な
い
。
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こ
の
想
い
は
、
３
章
で
の
回
想
部
分
に
も
引
き
継
が
れ
、

女
が
急
に
私
か
ら
離
れ
て
、
土
工
に
近
づ
い
て
行
っ
た
こ
と

も
、
十
六
歳
の
私
に
は
不
満
で
あ
っ
た
。
私
の
心
の
中
に
は
空

洞
が
で
き
て
い
た
。
私
が
、
も
と
の
道
へ
引
き
返
し
た
の
は
、

ふ
た
た
び
女
を
得
て
、
心
の
空
虚
を
う
ず
め
た
い
た
め
で
あ
っ

た
。

と
記
述
さ
れ
、
さ
ら
に
男
に
対
す
る
殺
意
が
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ

る
。

私
は
、
な
ぜ
、
土
工
を
殺
す
気
に
な
っ
た
の
か
。
十
六
歳
の

私
に
も
、
土
工
が
女
と
何
を
し
て
い
た
か
お
ぼ
ろ
に
察
し
が
つ

い
て
い
た
。
実
は
私
が
も
っ
と
小
さ
い
こ
ろ
、
母
親
が
父
で
な

い
他
の
男
と
、
同
じ
よ
う
な
行
為
を
し
て
い
た
の
を
見
た
こ
と

が
あ
る
。
私
は
、
そ
の
と
き
、
そ
れ
を
思
い
だ
し
、
自﹅
分﹅
の﹅
女﹅

が
土
工
に
奪
わ
れ
た
よ
う
な
気
に
な
っ
た
の
だ
。
そ
れ
と
、
い

ま
か
ら
思
え
ば
、
大
男
の
流
し
の
土
工
に
、
他﹅
国﹅
の﹅
恐﹅
ろ﹅
し﹅
さ﹅

を
象
徴
し
て
感
じ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

女
と
連
れ
だ
っ
て
歩
い
た
そ
う
長
く
な
い
時
間
の
う
ち
に
、
女
に

対
す
る
少
年
の
思
い
は
無
意
識
下
で
淡
い
憧あこがれ
の
レ
ベ
ル
か
ら
所
有

の
欲
望
の
レ
ベ
ル
へ
と
高
ま
り
、
少
年
は
一
人
の
男
へ
と
変へん
貌ぼう
を
遂

げ
、『
天
城
越
え
』
は
一
人
の
女
を
、
男
と
な
っ
た
少
年
が
も
う
一

人
の
男
か
ら
奪
お
う
と
す
る
物
語
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
、
単
な
る

金
が
目
的
の
、
金
目
当
て
の
犯
行
だ
っ
た
事
件
は
、
性
的
な
欲
望
が

一
人
の
少
年
を
突
き
動
か
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
た
事
件
へ
と
、

清
張
の
手
で
変
え
ら
れ
た
の
だ
っ
た
。

ま
た
、「『
黒
い
画
集
』
を
終
え
て
」
で
示
さ
れ
て
い
た
も
う
一
つ

の
テ
ー
マ
が
、
右
の
引
用
に
顔
を
の
ぞ
か
せ
て
い
る
。「
少
年
が
大

人
に
成
長
す
る
期
の
旅
愁
に
似
た
も
の
」
と
は
、
た
と
え
ば
１
章
で

は
次
の
よ
う
に
描
か
れ
る
。

（
略
）
私
は
、
下
田
か
ら
い
つ
も
頂
上
を
眺
め
て
い
る
天
城
の

山
を
自
分
の
足
で
越
え
る
の
か
と
思
う
と
う
れ
し
く
な
っ
た
。

こ
の
山
を
向
こ
う
に
越
え
た
ら
、
自
分
の
自
由
な
天
地
が
ひ
ろ

び
ろ
と
広
が
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
た
。
出
発
し
た
最
初
の
こ

ろ
の
私
の
足
は
軽
か
っ
た
。

し
か
し
、
天
城
の
ト
ン
ネ
ル
ま
で
の
道
は
長
か
っ
た
。（
後

略
）

い
わ
ば
少
年
が
家
を
離
れ
て
外
の
世
界
へ
と
羽
ば
た
こ
う
と
す
る

行
為
は
、
た
ち
ま
ち
挫ざ
折せつ
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
初
め
て
親
の
庇ひ
護ご
下

を
離
れ
た
少
年
が
、
次
々
現
れ
る
困
難
に
立
ち
向
か
い
、
そ
の
道
を
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切
り
開
い
て
い
く
こ
と
が
で
き
よ
う
は
ず
も
な
い
。「
大
男
の
流
し

の
土
工
に
、
他﹅
国﹅
の﹅
恐﹅
ろ﹅
し﹅
さ﹅
を
象
徴
し
て
感
じ
て
い
た
」
と
は
、

「
少
年
が
大
人
に
成
長
す
る
期
の
旅
愁
に
似
た
も
の
」
が
た
ち
ど
こ

ろ
に
行
き
詰
ま
り
、
そ
れ
に
立
ち
向
か
う
困
難
さ
を
女
を
め
ぐ
っ
て

争
う
こ
と
に
な
る
男
に
も
重
ね
合
わ
せ
て
感
じ
た
と
い
う
こ
と
で
あ

ろ
う
。
こ
の
「
旅
愁
に
似
た
も
の
」
の
挫
折
は
、「
他﹅
国﹅
の﹅
恐﹅
ろ﹅
し﹅

さ﹅
」
と
し
て
、
た
と
え
ば
１
章
の
、

ト
ン
ネ
ル
を
通
り
抜
け
る
と
、
別
な
景
色
が
ひ
ろ
が
っ
て
い

た
。
密
林
に
お
お
わ
れ
た
山
な
み
の
重
な
り
に
、
変
わ
り
は
な

か
っ
た
が
、
風
景
の
様
相
は
ま
る
っ
き
り
私
に
な
じ
み
な
い
も

の
だ
っ
た
。
は
る
か
下
の
山
の
間
に
の
ぼ
っ
て
い
る
白
い
湯
気

も
、
山
ひ
だ
の
裾すそ
に
と
り
つ
い
て
い
る
小
さ
な
人
家
の
集
ま
り

も
、
私
に
は
見
た
こ
と
も
な
い
厳
し
さ
で
映
っ
た
。
私
は
、

「
他
国
」
を
感
じ
た
。
空
気
ま
で
違
っ
て
い
る
の
だ
。
十
六
歳

の
私
は
、
は
じ
め
て
他
国
に
足
を
踏
み
入
れ
る
恐
怖
を
覚
え
た
。

と
い
う
箇
所
や
、
ま
た
、

私
は
、
ま
た
一
人
に
な
っ
て
歩
い
た
。
だ
ん
だ
ん
心
細
く
な

り
、
私
は
無
断
で
家
を
飛
び
だ
し
た
こ
と
を
後
悔
し
は
じ
め
た
。

知
ら
な
い
土
地
と
、
知
ら
な
い
人
間
ば
か
り
の
中
に
、
ひ
と
り

で
突
入
し
て
ゆ
く
こ
と
が
空
恐
ろ
し
く
な
っ
た
。（
後
略
）

と
い
う
箇
所
で
繰
り
返
し
書
か
れ
、
さ
ら
に
ま
た
途
中
同
道
し
た
呉

服
屋
の
言
葉
と
し
て
も
繰
り
返
さ
れ
て
は
い
る
が
、
い
ず
れ
も
言
葉

で
の
説
明
に
と
ど
ま
り
、
こ
ち
ら
の
テ
ー
マ
の
形
象
化
は
必
ず
し
も

成
功
し
て
い
な
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
が
、
い
か
が
な
も
の
で
あ
ろ

う
か
。

四
、
作
品
の
空
間
と
時
間

『
刑
事
警
察
参
考
資
料
』
の
資
料
空
間
と
『
天
城
越
え
』
と
の
作

品
空
間
に
、
大
き
な
異
同
は
な
い
。
少
年
が
歩
く
道
筋
は
、
と
も
に

ほ
ぼ
現
在
の
下
田
市
か
ら
伊い
豆ず
市
天
城
湯
ヶ
島
町
の
少
し
北
ま
で
の

「
下しも
田だ
街
道
」
の
一
部
、
現
在
の
国
道
４
１
４
号
（
天
城
ト
ン
ネ
ル

付
近
は
そ
の
旧
道
）
の
一
部
で
あ
る
。
両
者
の
中
で
最
大
の
事
件
た

る
土
工
殺
し
の
凶
行
が
行
わ
れ
た
場
所
も
、
先
に
み
た
よ
う
に
天
城

ト
ン
ネ
ル
下
の
本
谷
川
に
架
か
る
白
橋
の
付
近
で
あ
っ
た
。
空
間
に

お
い
て
は
、
清
張
は
ほ
ぼ
原
拠
資
料
を
忠
実
に
再
現
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
二
つ
の
点
で
両
者
に
は
違
い
も
見
ら
れ
る
。
そ
の
一
つ

は
、『
天
城
越
え
』
で
「
下
田
」
と
さ
れ
て
い
る
少
年
の
住
所
は
、

先
に
見
た
よ
う
に
原
拠
資
料
で
は
「
賀
茂
郡
稲
生
沢
村
中
高
根
鉱
山

鉱
夫
長
屋
」
と
さ
れ
て
い
た
。
稲いの
生う
沢さわ
村
は
現
在
下
田
市
に
編
入
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
こ
は
下
田
の
中
心
部
か
ら
北
に
わ
ず
か
２
㎞
余
り
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し
か
離
れ
て
お
ら
ず
、
い
わ
ば
下
田
の
玄
関
口
に
あ
た
る２

）
。
執
筆
の

際
、
地
図
上
で
も
そ
う
し
た
こ
と
は
容
易
に
確
か
め
る
こ
と
が
で
き

た
と
思
わ
れ
、
清
張
が
稲
生
沢
村
を
ほ
ぼ
下
田
の
一
部
と
見
な
し
た

た
め
と
も
考
え
ら
れ
る
。
も
う
一
つ
は
、『
天
城
越
え
』
で
大
塚
ハ

ナ
が
創
出
さ
れ
た
こ
と
に
伴
っ
て
、
伊
豆
「
大おお
島しま
の
元もと
町まち
」
が
新
し

く
作
品
空
間
に
加
わ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
ち
ら
に
つ
い
て
は
、
大

塚
ハ
ナ
に
つ
い
て
考
え
る
際
触
れ
る
こ
と
と
す
る
。

ま
た
、『
天
城
越
え
』
中
で
地
理
的
位
置
の
誤
認
と
見
ら
れ
る
次

の
点
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。
１
章
末
の
、
凶
行
の
現
場
を
流
れ
る

本
谷
川
に
つ
い
て
の
記
述
で
あ
る
。

私
は
、
そ
の
ま
ま
歩
い
て
、
ト
ン
ネ
ル
の
中
に
は
い
っ
た
。

そ
れ
か
ら
、
や
っ
と
湯
ヶ
野
あ
た
り
の
灯
が
下
の
方
に
小
さ
く

ち
ら
ち
ら
見
え
る
片
側
に
出
た
。
川
の
音
が
聞
こ
え
て
い
た
が
、

そ
れ
は
狩
野
川
で
な
く
、
私
の
い
る
下
田
の
方
へ
流
れ
る
本ほん
谷たに

川がわ
で
あ
っ
た
。

天
城
ト
ン
ネ
ル
が
貫
く
山
の
連
な
り
は
、
伊
豆
半
島
の
水
系
を
南
北

に
分
け
る
分ぶん
水すい
嶺れい
に
な
っ
て
い
て
、
ト
ン
ネ
ル
を
南
に
出
た
と
こ
ろ

に
流
れ
る
川
は
南
流
し
、
北
に
出
た
と
こ
ろ
に
流
れ
る
川
は
北
流
す

る
。
南
流
す
る
川
は
や
が
て
河かわ
津づ
川がわ
に
集
ま
り
、
北
流
す
る
川
は
や

が
て
狩か
野の
川がわ
に
集
ま
る
。
ま
た
、
ト
ン
ネ
ル
を
北
に
抜
け
て
歩
く
と

最
初
に
出
会
う
橋
が
作
中
に
登
場
す
る
「
白
橋
」
で
あ
り３

）
、
こ
の
橋

で
渡
る
「
本
谷
川
」
は
湯
ヶ
島
ま
で
下
っ
て
他
の
川
と
合
流
し
て

「
狩
野
川
」
と
名
を
変
え
る
。
こ
の
よ
う
な
地
理
的
位
置
の
誤
認
は
、

清
張
が
作
品
執
筆
に
当
た
り
、
現
地
を
訪
れ
て
い
な
い
こ
と
を
う
か

が
わ
せ
る
。
ま
た
、
伊
豆
地
方
で
は
、
執
筆
の
前
年
、
昭
和
三
十
三

年
九
月
二
十
六
日
に
同
半
島
を
か
す
め
た
狩
野
川
台
風
が
も
た
ら
し

た
大
き
な
被
害
か
ら
の
復
興
に
年
単
位
の
時
間
を
要
し
た
こ
と
が

『
天
城
湯
ヶ
島
町
災
害
復
興
誌
』（
昭
和
四
十
二
年
、
同
町
役
場
）

な
ど
に４

）
よ
っ
て
知
ら
れ
、
そ
の
後
一
年
を
経
た
か
経
な
い
か
の
時
期

に
、
現
地
に
調
査
に
お
も
む
く
に
は
不
便
も
多
か
っ
た
こ
と
が
推
察

さ
れ
る
。
執
筆
の
た
め
の
多
く
の
旅
を
し
た
清
張
で
は
あ
っ
た
が
、

現
地
で
の
調
査
に
よ
ら
ず
、
資
料
の
み
か
ら
作
品
が
紡
ぎ
出
さ
れ
た

一
つ
の
例
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。

二
つ
の
事
件
の
時
間
に
つ
い
て
は
、
本
稿
の
第
二
章
冒
頭
に
引
用

し
た
箇
所
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
そ
の
発
生
が
『
刑
事
警
察
参
考
資

料
』
で
の
「
大
正
十
年
」
六
月
末
か
ら
、『
天
城
越
え
』
で
の
「
大

正
十
五
年
」
の
同
時
期
へ
と
変
更
さ
れ
た
。
こ
の
変
更
に
つ
い
て
は
、

『
天
城
越
え
』
の
冒
頭
で
そ
の
理
由
が
次
の
よ
う
に
暗
示
さ
れ
て
い

る
。

私
が
、
は
じ
め
て
天あま
城ぎ
を
越
え
た
の
は
三
十
数
年
昔
に
な
る
。

「
私
は
二
十
歳
、
高
等
学
校
の
制
帽
を
か
ぶ
り
、
紺こん
飛
白
が
す
り

の
着

237 松本清張「天城越え」の生成



物
に
袴はかまを
は
き
、
学
生
カ
バ
ン
を
肩
に
か
け
て
い
た
。
一
人
伊い

豆ず
の
旅
に
出
て
か
ら
四
日
目
の
こ
と
だ
っ
た
。
修しゅ
善ぜん
寺じ
温
泉
に

一
夜
泊
ま
り
、
湯ゆ
ヶが
島しま
温
泉
に
二
夜
泊
ま
り
、
そ
し
て
朴ほお
歯ば
の

高
下
駄
で
天
城
を
登
っ
て
来
た
の
だ
っ
た
」
と
い
う
の
は
川かわ
端ばた

康やす
成なり
氏
の
名
作
『
伊い
豆ず
の
踊おどり子こ
』
の
一
節
だ
が
、
こ
れ
は
大
正

十
五
年
に
書
か
れ
た
そ
う
で
、
ち
ょ
う
ど
、
こ
の
こ
ろ
私
も
天

城
を
越
え
た
。

天
城
山
中
で
行
わ
れ
た
凶
行
と
、『
伊
豆
の
踊
子
』
で
の
出
来
事
と

が
ほ
ぼ
並
行
し
て
生
起
し
た
の
だ
と
い
う
こ
と
を
読
者
に
強
く
意
識

さ
せ
る
意
図
が
明
白
で
あ
ろ
う
。
川
端
康
成
の
年
譜
的
事
実
か
ら
言

え
ば
、
踊
り
子
と
の
出
会
い
が
あ
っ
た
旅
は
大
正
七
年
の
こ
と
と
さ

れ
る
が
、
一
般
の
読
者
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
知
る
よ
し
も
な
い
。

ま
た
、『
天
城
越
え
』
の
１
・
３
章
の
作
中
の
現
在
は
事
件
の
「
三

十
数
年
」
後
に
設
定
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
ち
ら
は
言
う
ま
で
も
な
く

読
者
が
『
天
城
越
え
』
を
読
む
そ
の
時
、
す
な
わ
ち
作
品
が
発
表
さ

れ
た
昭
和
三
十
四
年
で
あ
る５

）
。
読
者
は
、
ま
さ
に
真
犯
人
で
あ
る
か

つ
て
の
少
年
の
現
在
の
心
の
動
き
に
寄
り
添
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
設
定
さ
れ
て
い
る
。

五
、
娼しょう婦ふ
ふ
う
の
女
（
大
塚
ハ
ナ
）

『
刑
事
警
察
参
考
資
料
』
に
は
こ
の
女
に
相
当
す
る
人
物
が
登
場

し
な
い
こ
と
は
先
に
簡
単
に
触
れ
た
。『
伊
豆
の
踊
子
』
と
そ
う
歳

の
違
わ
な
い
若
者
が
登
場
し
、
同
じ
湯
ヶ
島
と
下
田
の
間
の
道
を
逆

に
で
は
あ
る
が
た
ど
り
、
し
か
し
凶
行
に
及
ん
だ
事
件
の
あ
ら
ま
し

を
語
っ
た
『
刑
事
警
察
参
考
資
料
』
に
触
れ
た
と
き
、
清
張
に
『
天

城
越
え
』
と
い
う
『
伊
豆
の
踊
子
』
と
は
対
比
的
な
物
語
の
構
想
が

胚はい
胎たい
し
た
と
す
れ
ば６

）
、
真
っ
先
に
必
要
と
な
る
の
は
踊
り
子
に
相
当

す
る
女
性
の
存
在
で
あ
る
。
年
下
の
ま
だ
清
純
な
踊
り
子
に
対
置
さ

れ
た
の
は
、
年
上
（
二
十
三
歳
）
の
抱
え
酌
婦
（
売
春
婦
）
で
あ
っ

た
。
た
だ
し
、
両
者
は
対
照
的
に
見
え
て
、
そ
の
実
限
り
な
く
近
い

存
在
で
あ
る
と
も
言
え
る
。「
踊
子
の
今
夜
が
汚
れ
る
の
で
あ
ろ
う

か
」
と
い
う
『
伊
豆
の
踊
子
』
の
主
人
公
の
懊おう
悩のう
（
二
章
）
が
暗
示

す
る
よ
う
に
、
踊
子
の
将
来
は
『
天
城
越
え
』
の
こ
の
女
の
姿
に
重

な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

「
五
十
銭
で
は
安
い
ね
」

女
が
道
で
土
工
に
言
っ
た
。

「
も
う
、
五
十
銭
出
し
な
さ
い
よ
。
あ
ん
た
、
持
っ
て
い
る
ん

だ
ろ
う

」

い
ま
ま
で
、
う
め
き
声
を
出
し
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
ぬ
、

ま
っ
た
く
違
っ
た
女
の
声
で
あ
っ
た
。

「
持
っ
て
ね
え
」

男
は
、
初
め
て
声
を
出
し
た
が
、
ど
こ
か
ゆ
っ
く
り
し
た
だ﹅
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み﹅
声
だ
っ
た
。

「
噓
い
い
な
さ
い
。
さ
あ
、
も
う
五
十
銭
出
し
て
頂
戴
。
出
さ

な
い
と
、
私
が
貰
う
よ
」

女
は
土
工
の
身
体
に
手
を
か
け
た
よ
う
だ
っ
た
。
土
工
は
少

し
抵
抗
し
た
よ
う
だ
っ
た
が
、
動
作
が
緩
慢
な
の
で
、
結
局
、

ポ
ケ
ッ
ト
の
中
か
ら
五
十
銭
を
と
ら
れ
た
よ
う
だ
っ
た
。

女
は
男
に
向
か
っ
て
、

「
ほ
れ
、
持
っ
て
る
じ
ゃ
あ
な
い
か
。
ケ
チ
な
男
だ
ね
え
。
わ

た
し
だ
っ
て
、
あ
ん
た
の
臭くさ
い
身
体
を
我
慢
し
て
、
な
に
し
た

ん
だ
か
ら
ね
。
こ
れ
く
ら
い
貰
わ
な
い
と
、
あ
わ
な
い
よ
」

と
言
う
な
り
、
さ
よ
な
ら
と
も
な
ん
と
も
言
わ
な
い
で
、
さ

っ
さ
と
ひ
と
り
で
先
に
歩
い
て
行
っ
た
。

３
章
の
回
想
場
面
か
ら
引
い
た
。『
天
城
越
え
』
の
中
で
、
女
は
こ

と
さ
ら
五
十
銭
銀
貨
と
縁
が
深
く
描
か
れ
て
い
る
と
言
え
る
が
、
例

え
ば
こ
の
や
り
と
り
が
な
さ
れ
た
の
は
先
に
見
た
白
橋
付
近
で
、
こ

こ
か
ら
南
へ
少
し
歩
を
進
め
る
と
『
伊
豆
の
踊
子
』
で
主
人
公
が
茶

代
に
五
十
銭
を
置
こ
う
と
し
た
天
城
峠
の
茶
屋
が
あ
っ
た
。

直
ち
に
大
塚
ハ
ナ
を
取
調
べ
た
と
こ
ろ
、
は
じ
め
同
人
は
極

力
犯
行
を
否
認
し
、
被
害
者
と
天
城
付
近
で
話
を
交
わ
し
た
こ

と
は
認
め
た
が
、
そ
の
後
、
す
ぐ
に
別
れ
て
一
人
で
天
城
を
越

え
、
そ
の
夜
は
湯
ヶ
野
の
古ふる
池いけ
旅
館
に
一
泊
し
た
と
言
っ
た
。

し
か
る
に
、
同
女
は
西
原
方
を
足
抜
き
逃
走
し
た
さ
い
、
無
一

文
で
あ
る
の
に
宿
泊
代
が
払
え
る
は
ず
が
な
い
、
と
問
う
た
と

こ
ろ
、
一
円
ほ
ど
用
意
が
あ
っ
た
の
で
宿
泊
代
六
十
銭
を
支
払

っ
た
と
答
え
た
。

そ
こ
で
前
記
古
池
旅
館
に
つ
い
て
田
島
刑
事
が
調
べ
る
と
、

た
し
か
に
同
女
が
六
月
二
十
八
日
晩
に
偽
名
で
宿
泊
し
た
事
実

が
あ
り
、
そ
の
さ
い
、
五
十
銭
銀
貨
二
枚
を
も
っ
て
支
払
っ
た

と
い
う
。

２
章
中
の
「
犯
人
逮
捕
」
の
節
か
ら
引
い
た
が
、『
伊
豆
の
踊
子
』

で
も
一
行
は
湯
ヶ
野
に
泊
り
、
そ
こ
で
も
踊
り
子
は
客
か
ら
得
た
た

く
さ
ん
の
五
十
銭
銀
貨
を
母
親
の
手
の
ひ
ら
の
上
に
こ
ぼ
れ
さ
せ
て

い
た
の
だ
っ
た
（
四
章
）。
一
方
、
原
拠
資
料
で
は
湯
ヶ
野
は
事
件

と
何
の
関
わ
り
も
な
く
、
そ
の
地
名
は
一
度
も
現
わ
れ
な
い
。

ま
た
、
女
は
「
大
島
の
元
町７

）
」
で
拘
束
さ
れ
る
。

そ
こ
で
、
捜
査
は
大
塚
ハ
ナ
の
行
方
一
本
に
し
ぼ
り
、
極
力

捜
査
を
続
行
し
た
と
こ
ろ
、
七
月
十
五
日
、
同
女
は
大おお
島しま
の
元もと

町まち
の
飲
食
店
某
方
に
女
中
奉
公
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
、
直
ち

に
刑
事
を
派
し
、
取
り
お
さ
え
て
、
下
田
警
察
署
に
護
送
し
た
。
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同
章
、
同
節
か
ら
の
引
用
で
あ
る
が
、『
伊
豆
の
踊
子
』
で
は
旅
芸

人
の
一
行
は
伊
豆
大
島
に
家
を
持
つ
と
さ
れ
て
い
た
の
と
関
係
づ
け

ら
れ
て
い
よ
う
。
ま
た
、
同
じ
く
一
行
は
主
人
公
と
別
れ
た
後
十
日

ほ
ど
を
下
田
で
過
ご
し
、
さ
ら
に
そ
の
後
伊い
東とう
か
ら
伊
豆
大
島
に
帰

る
の
だ
と
さ
れ
て
い
た
が
、『
天
城
越
え
』
初
出
（『
サ
ン
デ
ー
毎

日
』）
と
そ
の
後
の
テ
キ
ス
ト
と
の
間
に
こ
れ
に
対
応
す
る
異
同
が

見
ら
れ
る
。
初
出
で
は
『
刑
事
警
察
参
考
資
料
』
と
同
じ
六
月
二
十

八
日
の
事
件
発
生
後
、
大
塚
ハ
ナ
の
身
柄
が
拘
束
さ
れ
た
の
は
七
月

一
日
、
犯
行
の
自
白
は
四
日
の
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
の

テ
キ
ス
ト
で
は
そ
れ
ぞ
れ
七
月
十
五
日
と
十
七
日
に
改
め
ら
れ
た
。

こ
の
間
の
日
数
は
『
伊
豆
の
踊
子
』
で
の
日
数
と
ほ
ぼ
対
応
し
て
い

よ
う
。
旅
芸
人
一
行
が
伊
東
を
経
由
し
て
伊
豆
大
島
に
帰
る
の
は
、

当
時
下
田
と
伊
豆
大
島
と
を
結
ぶ
航
路
が
開
設
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

か
ら
で
あ
ろ
う
。
伊
東
か
ら
の
伊
豆
大
島
航
路
の
開
設
は
明
治
三
十

九
年
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
下
田
か
ら
の
航
路
開
設
に

つ
い
て
詳
し
い
こ
と
が
知
れ
な
い８

）
。
執
筆
以
後
、
清
張
が
こ
う
し
た

事
情
に
気
が
つ
き
改
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

ま
た
、
大
塚
ハ
ナ
の
「
ハ
ナ
」
と
い
う
名
が
、『
伊
豆
の
踊
子
』

の
踊
り
子
が
「
薫
」
の
名
を
持
つ
こ
と
、
そ
の
笑
顔
に
つ
い
て
「
彼

女
は
花
の
よ
う
に
笑
う
の
だ
っ
た
。
花
の
よ
う
に
笑
う
と
い
う
言
葉

が
彼
女
に
は
ほ
ん
と
う
だ
っ
た
」（
四
章
）
と
強
調
さ
れ
る
と
こ
ろ

に
由
来
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
疑
わ
れ
る
点
で
も
、
両
作
品
の

間
の
深
い
関
連
が
想
像
さ
れ
る
。

六
、
土
工
ふ
う
の
男
（
流
れ
も
の
の
土
工
）

男
に
つ
い
て
は
、『
刑
事
警
察
参
考
資
料
』
中
の
「
聊いささ
か
精
神
に

異
状
あ
る
も
の
に
は
あ
ら
さ
る
か
」
と
い
う
表
現
が
避
け
ら
れ
た
ほ

か
は
、
原
拠
資
料
と
『
天
城
越
え
』
と
の
間
の
異
同
が
少
な
い
。
原

拠
資
料
中
「
四
、
雨
傘
の
出
所
判
明
」
か
ら
男
の
相そう
貌ぼう
に
触
れ
た
部

分
を
引
用
す
る
。

目
撃
者
の
言
に
依
る
人
相
、
丈たけ
五
尺
一
二
寸
、
細
顔
に
し
て
色

浅
黒
く
、
頭
髪
五
分
刈
り
、
瘠
形
、
目
口
稍や
や
大
、
鼻
低
く
、

眉
毛
薄
く
、
病
身
体
の
、
年
齢
四
十
五
六
歳
の
男
な
り
し
と
云

ふ
。

右
の
表
現
は
、『
天
城
越
え
』
の
対
応
す
る
箇
所
で
は
次
の
よ
う
に

改
め
ら
れ
た
。

目
撃
者
の
言
で
は
、
そ
の
男
は
、
背
は
五
尺
七
八
寸
、
色
は
浅

黒
く
、
五
分
刈
り
の
頭
で
目
と
口
が
や
や
大
き
く
、
平
た
い
大

き
な
鼻
、
眉
毛
の
薄
い
や
せ
形
で
、
病
身
ら
し
い
。
四
十
五
六

歳
で
、
法
被
を
着
て
い
た
と
い
う
。
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男
の
細
面
が
削
除
さ
れ
、
低
い
鼻
は
大
き
く
な
り
、
病
身
ら
し
い
外

見
は
削
除
さ
れ
、
身
長
は
「
五
尺
一
二
寸
」
か
ら
「
五
尺
七
八
寸
」

に
改
め
ら
れ
た
。
身
長
お
よ
そ
一
五
〇
セ
ン
チ
代
半
ば
の
男
は
、
一

七
〇
セ
ン
チ
代
半
ば
の
男
へ
と
変へん
貌ぼう
し
た
こ
と
に
な
る
が
、
現
在
一

七
〇
セ
ン
チ
を
超
え
る
日
本
人
の
平
均
身
長
は
大
正
末
ご
ろ
に
は
一

六
〇
セ
ン
チ
に
届
い
て
い
な
か
っ
た
と
も
言
わ
れ
る
こ
と
か
ら
す
る

と
、
男
の
「
大
男
化
」
が
図
ら
れ
た
よ
う
に
見
え
る
。
事
実
、『
天

城
越
え
』
１
・
３
章
の
回
想
場
面
に
お
い
て
は
「
大
男
」
の
語
が
繰

り
返
さ
れ
る
。
こ
れ
は
「
子
供
ご
こ
ろ
に
」「
子
供
の
私
」「
十
六
歳

の
子
供
」（
以
上
１
章
）
や
「
子
供
」「
十
五
六
歳
の
男
の
子
」（
３

章
）
と
い
う
語
と
対
照
を
な
し
て
い
て
、
つ
ま
り
両
者
が
相
ま
っ
て

主
人
公
の
少
年
の
目
に
男
が
い
か
に
大
き
く
映
っ
た
か
を
表
現
し
て

い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
３
章
に
は
、
男
が
女
を
い
じ
め
る
の
を

止
め
よ
う
と
考
え
た
と
き
の
少
年
に
は
「
土
工
が
怒
っ
て
私
に
飛
び

か
か
っ
て
き
た
と
き
の
恐
ろ
し
さ
が
先
に
立
っ
た
」
と
も
書
か
れ
て

い
る
が
、
少
年
が
一
人
の
男
に
成
長
す
る
に
は
こ
の
大
男
に
立
ち
向

か
い
、
乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

ま
た
、
原
拠
資
料
（
上
段
）
と
『
天
城
越
え
』（
下
段
）
で
の
土

工
ふ
う
の
男
の
持
ち
物
の
一
つ
で
あ
る
信
玄
袋
（
後
者
で
は
古
ト
ラ

ン
ク
）
の
内
容
物
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
（
と
も
に
員
数
を
省
略
し

た
）。

瓦
斯
棒
縞
裏
木
綿
浅
黄
袖
口
五

日
市
の
綿
入

瓦
斯
棒
縞
裏
木
綿
浅
黄
袖
口
五

日
市
の
綿
入
れ

木
綿
万
筋
裏
茶
格
子
縞
男
羽
織

（
な
し
）

木
綿
万
筋
裏
木
綿
浅
黄
の
男
羽
織

（
な
し
）

襟
に
大
丸
組
と
染
抜
き
た
る
袖

無
綿
入

襟
に
大
丸
組
と
染
め
抜
い
た
袖

な
し
綿
入
れ

白
メ
リ
ヤ
ス
の
古
き
襯
衣

白
メ
リ
ヤ
ス
の
古
い
シ
ャ
ツ

木
綿
夏
の
古
き
猿
股

（
な
し
）

古
き
表
紺
裏
浅
黄
の
腹
掛

古
い
表
は
紺
、
裏
浅
黄
の
腹
掛
け

九
文
半
位
の
紺
足
袋

九
文
半９

）
ぐ
ら
い
の
紺
足
袋

木
綿
表
紺
裏
浅
黄
の
手
甲

木
綿
の
表
紺
裏
浅
黄
の
手
甲

（「
な
し
」
の
注
記
は
引
用
者
に
よ
る
）
猿さる
股また
が
消
さ
れ
た
理
由
は

よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
他
に
消
さ
れ
た
の
は
「
羽
織
」
二
枚
で
、
こ

ち
ら
は
現
在
で
も
男
子
の
正
装
と
さ
れ
る
紋
付
羽
織

袴はかま
の
、
そ
の

一
部
で
あ
る
。
こ
れ
が
消
さ
れ
る
こ
と
で
、
男
が
礼
節
が
重
ん
じ
ら

れ
る
よ
う
な
社
会
の
らち

外がい
に
生
き
て
い
る
こ
と
を
伝
え
よ
う
と
す
る

意
図
が
感
じ
ら
れ
る10

）
。
男
は
、
少
年
を
怯おび
え
さ
せ
る
、
荒
々
し
さ
の

漂
う
大
男
に
改
め
ら
れ
た
。

七
、
鍛
冶
職
の
少
年

違
う
の
は
、
私
が
高
等
学
校
の
学
生
で
な
く
、
十
六
歳
の
鍛か
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冶じ
屋や
の
伜せがれで
あ
り
、
こ
の
小
説
と
は
逆
に
下しも
田だ
街かい
道どう
か
ら
天
城

峠
を
歩
い
て
、
湯
ヶ
島
、
修
善
寺
に
出
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し

て
朴
歯
の
高
下
駄
で
は
な
く
、
裸
足
は
だ
し

で
あ
っ
た
。
な
ぜ
、
裸
足

で
歩
い
た
か
、
と
い
う
の
は
あ
と
で
説
明
す
る11

）
。
む
ろ
ん
、
袴

は
つ
け
て
い
な
い
が
、
私
も
紺
飛
白
を
着
て
い
た
。

天
城
を
越
え
る
同
じ
道
筋
を
、
逆
に
で
は
あ
る
が
た
ど
る
若
者
が

い
て
、
も
と
も
と
『
伊
豆
の
踊
子
』
に
似
た
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
か
ら

清
張
は
『
刑
事
警
察
参
考
資
料
』
中
の
「
天
城
山
に
於
け
る
土
工
殺

し
事
件
」
の
記
事
に
目
を
止
め
た
の
で
あ
ろ
う
が
、「
似
て
非
な
る
」

と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、
似
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
か
ら
こ
そ

違
い
が
引
き
立
つ
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
か
。
清
張
は
、
一
方
で
少

年
を
『
伊
豆
の
踊
子
』
の
主
人
公
に
似
せ
、
他
方
で
違
い
を
際
立
た

せ
る
よ
う
に
資
料
を
操
作
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
原
拠
資
料
で
の
着

衣
は
「
九
、
犯
人
取
調
状
況
」
に
次
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

物
的
証
拠
に
よ
り
て
挙
証
せ
ん
と
、
当
時
本
人
の
着
用
し
居
た

る
棒
縞
単
衣
及
絞
り
木
綿
兵
児
帯
等
を
詳
細
取
調
べ
た
る
に

（
後
略
）

先
に
少
年
が
下
田
か
ら
修
善
寺
へ
の
道
を
た
ど
っ
て
歩
い
た
時
間
が

『
伊
豆
の
踊
子
』
の
時
間
に
重
な
る
よ
う
に
改
変
さ
れ
た
こ
と
を
見

た
が
、
こ
こ
で
も
少
年
の
着
衣
は
「
棒ぼう
縞じま
」
か
ら
『
伊
豆
の
踊
子
』

の
主
人
公
と
同
じ
「
紺
飛
白
」
に
変
更
さ
れ
た
。

逆
に
、『
伊
豆
の
踊
子
』
か
ら
離
す
方
向
に
改
変
さ
れ
た
箇
所
も

あ
る
。私

方
で
は
家
族
は
六
人
で
あ
り
ま
す
が
、
兄
は
東
京
市
日
本
橋

区
佐
内
町
五
番
地
某
方
に
雇
は
れ
、
鮓すし
屋や
の
見
習
を
致
し
て
居

り
ま
す
。

す
で
に
本
稿
の
第
二
章
に
も
引
い
た
が
、
原
拠
資
料
に
お
け
る
少
年

が
家
を
出
て
向
か
っ
た
先
は
東
京
で
鮓
屋
の
見
習
い
を
す
る
兄
の
元

で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
『
天
城
越
え
』
で
は
次
の
よ
う
に
改
め
ら
れ
た
。

私
の
家
は
下
田
の
鍛
冶
屋
で
あ
っ
た
。（
中
略
）
長
男
は
鍛

冶
屋
を
嫌
っ
て
静しず
岡おか
の
印
刷
屋
の
見
習
工
を
し
て
い
た
。（
中

略
）私

は
、
か
ね
て
か
ら
鍛
冶
屋
と
い
う
職
が
嫌
い
で
あ
っ
た
。

そ
れ
に
下
田
と
い
う
町
に
飽あきあ々き
し
て
、
な
ん
と
か
し
て
よ
そ
の

土
地
に
出
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
た
。
そ
れ
で
、
静
岡
に
い

る
兄
が
羨うらやま
し
く
て
な
ら
ず
、
自
分
も
兄
を
頼
っ
て
静
岡
に
行

き
た
い
と
思
っ
て
い
た
。
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『
刑
事
警
察
参
考
資
料
』
中
の
、
わ
ず
か
十
六
銭
を
手
に
東
京
に
向

か
っ
た
少
年
の
行
為
は
、
い
か
に
も
少
年
ら
し
く
先
へ
の
見
通
し
の

な
い
幼
い
行
為
だ
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。『
天
城
越
え
』
の
少
年

が
向
か
う
静
岡
な
ら
お
そ
ら
く
二
日
強
で
歩
き
通
せ
る
距
離
で
は
あ

る
。
し
か
し
、
現
実
的
な
設
定
へ
の
変
更
と
い
う
以
上
に
重
要
な
の

は
、
そ
の
兄
が
静
岡
に
い
て
初
め
て
、
印
刷
所
の
見
習
工
を
し
て
い

て
初
め
て
、
少
年
と
事
件
の
捜
査
に
当
た
っ
た
静
岡
県
警
察
の
刑
事

と
の
三
十
数
年
後
の
再
会
が
可
能
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
３

章
で
老
刑
事
が
語
る
よ
う
に
、
事
件
発
生
か
ら
数
年
の
後
、
少
年
は

再
び
兄
を
頼
っ
て
出
郷
し
、
兄
と
と
も
に
働
く
う
ち
印
刷
を
生
業
と

す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、『
天
城
越
え
』
の
謎

解
き
を
支
え
る
重
要
な
変
更
と
言
え
る
。

ま
た
、
本
稿
の
二
章
で
す
で
に
引
い
た
よ
う
に
、
原
拠
資
料
中
で

の
少
年
の
足
は
「
九
文
」
で
あ
っ
た
が
、『
天
城
越
え
』
で
は
「
九

文
半
」
に
改
め
ら
れ
た
。
土
工
ふ
う
の
男
を
恐
怖
し
て
自
分
を
こ
と

さ
ら
に
子
ど
も
ら
し
く
思
う
自
己
意
識
と
は
裏
腹
に
、
身
体
は
も
う

十
分
青
年
と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
に
成
長
し
て
い
る
こ
と
を
読
者
に
伝

え
る
た
め
の
変
更
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
少
年

が
一
人
の
男
と
し
て
一
人
の
女
を
土
工
ふ
う
の
男
と
争
う
こ
と
が
で

き
な
い
。

最
後
に
、
原
拠
資
料
中
の
少
年
の
住
所
に
つ
い
て
も
う
一
度
触
れ

て
お
き
た
い
。

着
衣
は
既
に
洗
濯
後
に
て
稍や
や々

鮮
明
な
ら
さ
る
も
血
痕
ら
し
き

も
の
附
着
し
、
兵
児
帯
に
も
同
様
の
も
の
附
着
し
居
る
を
以
て

之
れ
を
被
告
に
示
し
取
調
べ
た
る
も
、
本
人
は
其
の
血
痕
様
の

も
の
は
山
桃
の
汁
な
り
と
て
、
二
十
五
日
に
蓮
台
寺
方
面
に
て

山
桃
を
窃
取
し
た
る
際
着
色
し
た
る
も
の
に
し
て
血
痕
に
あ
ら

ず
と
否
認
し
居
る
を
以
て
（
後
略
）

右
に
引
い
た
原
拠
資
料
の
「
九
、
犯
人
取
調
状
況
」
に
続
く
一
節
だ

が
、
こ
こ
に
見
え
る
「
蓮
台
寺
」
と
は
原
拠
資
料
で
の
少
年
の
住
所

と
さ
れ
た
「
稲
生
沢
村
」
域
内
の
地
で
あ
り
、
地
理
的
に
矛
盾
し
な

い
。
し
か
し
、
そ
れ
以
上
に
重
要
な
の
は
、「
蓮
台
寺
」
が
『
伊
豆

の
踊
子
』
に
見
え
る
地
名
で
あ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。『
伊
豆
の
踊
子
』

の
末
尾
（
七
章
）
を
引
く
。

「
お
婆ばあ
さ
ん
、
こ
の
人
が
い
い
や
」
と
、
土
工
風
の
男
が
私
に

近
づ
い
て
来
た
。

「
学
生
さ
ん
、
東
京
へ
行
き
な
さ
る
だ
ね
。
あ
ん
た
を
見
込
ん

で
頼
む
だ
が
ね
、
こ
の
婆
さ
ん
を
東
京
へ
連
れ
て
っ
て
く
ん
ね

え
か
。
可か
哀わ
想い
そ
う
な
婆
さ
ん
だ
。
倅せがれが
蓮れん
台だい
寺じ
の
銀
山
に
働

い
て
い
た
ん
だ
が
ね
、
今
度
の
流
行
性
感かん
冒ぼう
て
奴やつ
で
倅
も
嫁よめ
も

死
ん
じ
ま
っ
た
ん
だ
。
こ
ん
な
孫
が
三
人
も
残
っ
ち
ま
っ
た
ん

だ
。
ど
う
に
も
し
よ
う
が
ね
え
か
ら
、
わ
し
ら
が
相
談
し
て
国

243 松本清張「天城越え」の生成



へ
帰
し
て
や
る
と
こ
ろ
な
ん
だ
。
国
は
水
戸
だ
が
ね
、
婆
さ
ん

何
も
分
ら
ね
え
ん
だ
か
ら
、
霊れい
岸がん
島じま
へ
着
い
た
ら
、
上
野
の
駅

へ
行
く
電
車
に
乗
せ
て
や
っ
て
く
ん
な
。
面めん
倒どう
だ
ろ
う
が
な
、

わ
し
ら
が
手
を
合
わ
し
て
頼
み
て
え
。
ま
あ
こ
の
有
様
を
見
て

や
っ
て
く
れ
り
ゃ
、
可
哀
想
そ
う
だ
と
思
い
な
さ
る
だ
ろ
う
。」

伊
豆
半
島
に
は
金
・
銀
な
ど
を
採
掘
す
る
多
く
の
鉱
山
が
開
か
れ
て

い
た
が
、
原
拠
資
料
中
で
少
年
の
住
所
と
し
て
示
さ
れ
た
「
稲
生
沢

村
中
高
根
鉱
山
」
と
は
、
ま
さ
に
こ
の
「
蓮
台
寺
」
鉱
区
を
構
成
す

る
鉱
山
の
一
つ
で
あ
る12

）
。
こ
れ
も
『
伊
豆
の
踊
子
』
と
の
偶
然
の
一

致
点
と
し
て
、『
天
城
越
え
』
構
想
の
端
緒
と
な
っ
た
も
の
の
一
つ

だ
っ
た
ろ
う13

）
。
ま
た
、
主
要
な
登
場
人
物
で
は
な
い
に
せ
よ
、『
伊

豆
の
踊
子
』
に
も
や
は
り
「
土
工
風
の
男
」
が
い
た
こ
と
も
偶
然
の

一
致
点
に
加
え
て
よ
い
。

八
、
お
わ
り
に

こ
う
し
て
、『
天
城
越
え
』
２
章
に
『
刑
事
警
察
参
考
資
料
』
の

大
半
を
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
置
き
、
１
・
３
章
に
も
そ
の
一
部
を
移

し
替
え
て
、
全
３
章
の
半
分
を
超
え
る
か
と
思
わ
れ
る
分
量
の
原
拠

資
料
を
作
中
に
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
臨
場
感
や
迫
真
性
は
得
ら

れ
る
が
、
逆
に
制
約
も
大
き
く
な
る
。
が
、
資
料
の
細
部
に
さ
ま
ざ

ま
な
操
作
や
変
更
を
施
し
、
ま
た
『
伊
豆
の
踊
子
』
と
の
偶
然
に
一

致
す
る
諸
点
に
着
目
し
て
大
塚
ハ
ナ
と
い
う
女
性
を
新
た
に
造
形
し
、

ま
た
五
十
銭
銀
貨
や
大
島
へ
の
逃
亡
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
盛
り
込

む
こ
と
で
そ
の
制
約
を
脱
し
、
清
張
は
原
拠
資
料
と
は
異
な
る
「
少

年
が
大
人
に
成
長
す
る
期
の
旅
愁
に
似
た
も
の
と
、
性
の
目
覚
め
」

を
扱
う
新
た
な
小
説
を
実
現
し
て
み
せ
た
。
原
拠
資
料
が
制
約
す
る

と
こ
ろ
か
ら
、
主
人
公
は
『
伊
豆
の
踊
子
』
の
主
人
公
の
よ
う
に

「
い
い
人
」
に
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、
そ
こ
に
は
思
春
期
の
葛かっ
藤とう
や

少
年
が
大
人
に
な
る
た
め
に
く
ぐ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
イ
ニ
シ
エ

ー
シ
ョ
ン
（
通
過
儀
礼
）
と
い
っ
た
も
の
が
ま
ざ
ま
ざ
と
描
き
出
さ

れ
、『
伊
豆
の
踊
子
』
と
あ
わ
せ
て
読
者
を
生
の
明
暗
に
向
き
合
わ

せ
る
作
品
が
生
成
さ
れ
た
。

本
稿
で
は
、
清
張
作
品
が
生
成
す
る
一
つ
の
事
例
を
提
示
す
る
こ

と
が
で
き
た
と
思
う
が
、
今
回
は
触
れ
得
な
か
っ
た
点
も
多
い
。
本

稿
で
提
示
し
た
原
拠
資
料
『
刑
事
警
察
参
考
資
料
』
を
本
稿
の
読
者

諸
氏
と
共
有
し
て
、
今
後
も
『
天
城
越
え
』
と
い
う
作
品
と
向
き
合

っ
て
行
き
た
い
。
ま
た
、
稿
を
終
え
る
と
、
違
う
事
例
を
見
て
み
た

い
と
強
く
願
う
。
今
後
、
清
張
作
品
の
原
拠
資
料
が
見
出
さ
れ
、

『
天
城
越
え
』
と
は
ま
た
違
っ
た
事
例
が
報
告
さ
れ
る
の
を
待
ち
た

い
。注１

）

静
岡
県
立
中
央
図
書
館
も
、
同
資
料
の
七
輯
を
所
蔵
し
て
い
る
。
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２
）

本
稿
で
『
天
城
越
え
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
触
れ
る
川
端
康
成
の

『
伊
豆
の
踊
子
』
で
も
、
旅
芸
人
一
行
が
下
田
で
の
宿
と
す
る
甲
州
屋

に
つ
い
て
「
下
田
の
北
口
」
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
（
同
作
品
の
六
章

冒
頭
）。

３
）

国
土
地
理
院
が
発
行
す
る
現
行
の
二
万
五
千
分
の
一
地
形
図
「
湯
ヶ

野
」
に
は
「
本
谷
川
」
は
見
え
る
が
、「
白
橋
」
は
見
え
ず
、
管
見
の

限
り
県
立
中
央
図
書
館
が
所
蔵
す
る
『
静
岡
県
市
町
村
地
図
〔
１
〕
東

部
編
』（
昭
和
二
十
五
年
発
行
、
国
土
測
量
株
式
会
社
調
製
）
の
第
九

葉
「
河
津
町
」
だ
け
が
「
白
橋
」
を
表
示
し
て
い
る
。
な
お
、
現
地
を

訪
れ
れ
ば
橋
柱
に
「
白
橋
」
の
表
示
が
あ
る
。
ま
た
、
白
橋
の
上
流
五

十
〜
六
十
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
本
谷
川
左
岸
に
製
氷
所
跡
地
が
あ
り
、
現

在
は
製
氷
池
跡
の
ほ
か
、
復
元
さ
れ
た
貯
蔵
庫
も
あ
る
「
氷
室
園
地
」

と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
る
。

４
）

狩
野
川
台
風
の
被
害
に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通
省
沼ぬま
津づ
河
川
国
道
事

務
所
も
Ｈ
Ｐ
上
で
興
味
深
い
資
料
を
公
開
し
て
お
り
、
参
考
に
な
る
こ

と
が
多
い
。
平
成
二
十
年
十
月
に
発
表
さ
れ
た
「
狩
野
川
台
風
の
記
録

と
50
年
目
の
検
証
資
料
」
が
そ
れ
で
、
同
事
務
所
Ｈ
Ｐ
中
の
「
記
者
発

表
」
か
ら
「
平
成
二
十
年
度
」
と
た
ど
れ
ば
参
照
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

５
）
『
天
城
越
え
』
の
初
出
は
昭
和
三
十
四
年
の
『
サ
ン
デ
ー
毎
日
11
月

特
別
号
』。「
毎
日
新
聞
」
の
同
年
十
月
六
日
朝
刊
に
同
誌
の
広
告
が
掲

載
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
「
本
日
発
売
」
の
文
字
が
見
え
る
。

６
）

す
で
に
藤ふじ
井い
淑ひで
禎ただ
に
「
二
つ
の
天
城
越
え
｜
純
文
学
論
争
以
後
｜
」

（『
立
教
大
学
日
本
文
学
』
第
六
十
号
、
昭
和
六
十
三
年
七
月
）
お
よ

び
そ
れ
を
改
稿
し
た
「『
天
城
越
え
』
は
『
伊
豆
の
踊
子
』
を
ど
う
超

え
た
か
」（
北
九
州
市
立
松
本
清
張
記
念
館
、『
松
本
清
張
研
究

創
刊

準
備
号
』、
平
成
十
一
年
三
月
）
の
二
稿
が
あ
る
。
例
え
ば
、
後
者
で

は
「『
天
城
越
え
』
対
『
伊
豆
の
踊
子
』
の
関
係
は
、「
対
照
的
」
な
ど

と
い
っ
た
だ
け
で
は
も
ち
ろ
ん
不
十
分
で
、「
批
評
的
」
の
レ
ベ
ル
さ

え
越
え
て
、
も
は
や
「
戦
闘
的
」
と
か
「
挑
戦
的
」
と
か
評
す
る
ほ
か

は
な
い
よ
う
な
域
に
ま
で
入
り
込
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
」
と
評
さ

れ
て
い
る
。

７
）

大
島
町
の
玄
関
口
の
一
つ
に
あ
た
る
元
町
は
、
以
前
は
元
村
と
呼
ば

れ
た
が
、
昭
和
三
十
年
四
月
に
行
わ
れ
た
自
治
体
合
併
（「
昭
和
の
大

合
併
」）
に
伴
っ
て
地
名
変
更
さ
れ
て
「
大
島
町
の
元
町
」
と
な
っ
た
。

『
天
城
越
え
』
の
作
中
の
時
間
に
従
え
ば
、
当
時
は
「
大
島
（
村
）
の

元
村
」
と
す
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
。

８
）

周
辺
の
航
路
は
古
く
か
ら
現
在
の
東
海
汽
船
株
式
会
社
に
よ
っ
て
運

航
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
社
史
『
東
海
汽
船
80
年
の
あ
ゆ
み
』（
昭
和

四
十
五
年
四
月
）
に
付
さ
れ
た
年
表
に
よ
っ
て
も
正
確
な
年
月
日
を
知

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
同
社
史
は
、
八
十
年
史
と
は
い
え
五
十
六
ペ
ー

ジ
の
小
部
の
も
の
で
あ
り
、
年
表
に
割
か
れ
た
ペ
ー
ジ
も
わ
ず
か
で
あ

る
。

９
）

九
文
半
は
、
二
十
三
セ
ン
チ
弱
。
男
の
「
大
男
化
」
に
合
わ
せ
た
修

正
が
加
え
ら
れ
て
ほ
し
か
っ
た
箇
所
で
あ
る
。

10
）
『
伊
豆
の
踊
子
』
で
も
、
旅
芸
人
の
身
を
天
城
峠
の
茶
屋
の
婆
さ
ん

や
湯
ヶ
野
の
宿
の
お
か
み
に
さ
げ
す
ま
れ
、
ま
た
自
ら
さ
げ
す
み
な
が

ら
も
踊
り
子
の
兄
の
栄
吉
は
、
主
人
公
と
の
別
れ
の
朝
「
黒くろ
紋もん
付つ
き
の

羽
織
」
の
「
礼
装
」
を
着
込
ん
で
い
る
（
七
章
の
冒
頭
）。

11
）

少
年
が
裸
足
で
歩
い
た
こ
と
は
、
清
張
が
創
出
し
た
も
の
で
は
な
い
。

本
稿
二
章
に
引
用
し
た
原
拠
資
料
「
九
、
犯
人
取
調
状
況
」
中
の
少
年

の
「
陳
述
」
参
照
。
た
だ
し
、
そ
の
理
由
に
は
全
く
触
れ
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
も
の
を
、
清
張
は
少
年
の
心
を
ふ
る
わ
せ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
造

り
あ
げ
た
。

12
）
『
日
本
鉱
業
株
式
会
社
五
十
年
史
』（
同
社
編
、
昭
和
三
十
二
年
十
一
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月
）
に
よ
る
。
同
社
は
現
在
の
ジ
ャ
パ
ン
・
エ
ナ
ジ
ー
。

13
）

つ
い
で
に
言
え
ば
、
大
塚
ハ
ナ
の
本
籍
が
「
茨
城
県
×
×
郡
×
×

村
」
と
さ
れ
た
の
も
、『
伊
豆
の
踊
子
』
の
こ
の
場
面
に
の
ぞ
く
「
水

戸
」
の
地
名
、
お
よ
び
作
中
主
人
公
が
踊
り
子
に
読
ん
で
聞
か
せ
た
講

談
本
の
「
水
戸
黄
門
漫
遊
記
」
に
由
来
す
る
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
か
。

『
天
城
越
え
』
か
ら
の
引
用
は
、『
松
本
清
張
全
集
』
第
４
巻
（
文
藝
春

秋
社
、
昭
和
四
十
六
年
八
月
）
に
よ
る
。
ま
た
、『
伊
豆
の
踊
子
』
か
ら
の

引
用
は
、
新
潮
文
庫
『
伊
豆
の
踊
子
』（
平
成
十
五
年
五
月
改
版
）
に
よ
る

（
ル
ビ
や
傍
点
も
そ
れ
ぞ
れ
に
従
っ
た
）。

な
お
、
引
用
中
に
は
今
日
で
は
用
い
る
の
が
不
適
切
な
表
現
が
繰
り
返
さ

れ
て
い
る
が
、
作
品
や
資
料
の
時
代
性
を
考
慮
し
て
改
め
る
こ
と
は
し
な
か

っ
た
。
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